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回次
第10期

第３四半期
連結累計期間

第９期

会計期間
自2022年１月１日
至2022年９月30日

自2022年１月１日
至2022年12月31日

売上高 （千円） 1,094,950 1,291,305

経常利益又は経常損失（△） （千円） 48,220 △174,526

親会社株主に帰属する

四半期純利益又は当期純損失

（△）

（千円） 40,910 △181,650

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 40,910 △181,650

純資産額 （千円） 501,372 309,783

総資産額 （千円） 1,025,919 976,741

１株当たり四半期純利益又は１株

当たり当期純損失（△）
（円） 4.73 △25.40

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益
（円） － －

自己資本比率 （％） 48.8 31.7

回次
第10期

第３四半期
連結会計期間

会計期間
自2022年７月１日
至2022年９月30日

１株当たり四半期純利益 （円） 2.88

第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．当社は、第９期第３四半期累計期間については、潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益について

は、潜在株式は存在するものの１株当たり四半期（当期）純損失であるため記載しておりません。

　　また、第10期第３四半期累計期間については、潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益について

は、潜在株式は存在するものの、当社株式は非上場であり、期中平均株価が算定できないため記載しており

ません。

３．「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日）等を第１四半期連結会計期間の期

首から適用しており、当第３四半期連結累計期間及び当第３四半期連結会計期間に係る主要な経営指標等に

ついては、当該会計基準等を適用した後の指標等となっております。

４．当社は、第９期第３四半期累計期間については、四半期連結財務諸表を作成していないため、第９期第３四

半期累計期間に係る主要な経営指標等の推移については記載しておりません。

５．当社は、2022年８月16日開催の臨時取締役会決議により、2022年８月31日付で普通株式１株につき20株の割

合で株式分割を行っております。第９期の期首に当該株式分割が行われたと仮定し、1株当たり四半期純利

益又は１株当たり当期純損失（△）を算定しております。
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２【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重

要な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、新規上場申請のための有価証券報告

書（Ⅰの部）に記載した事業等のリスクのついての重要な変更はありません。

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において判断したものであります。なお、当社は、

前第３四半期連結累計期間については四半期連結財務諸表を作成していないため、前年同四半期連結累計期間との比

較分析は行っておりません。

(1）財政状態及び経営成績の状況

当第３四半期連結累計期間における我が国の経済は、新型コロナウイルス感染症の影響が長期化する中、先行

きは不透明な状況が続いている一方で、多くの企業は多様な働き方と新たな価値の創造を両立することが求めら

れております。

このような経済環境の中、当社グループは、新型コロナウイルス感染症の影響による社会変革の加速を予見

し、2020年７月に仮想空間共有技術プラットホーム「XR CLOUD」をリリースいたしました。

当社の提供する「XR CLOUD」は、仮想空間におけるイベントや展示会など様々なシーンにおいて、順調に実績

を積み重ねております。

この結果、当第３四半期連結累計期間の当社グループの経営成績は、売上高1,094,950千円、営業利益48,929

千円、経常利益48,220千円、親会社株主に帰属する四半期純利益40,910千円となりました。

なお、当社は、XR事業の単一セグメントであるため、セグメント別の記載はしておりません。

(資産)

当第３四半期連結会計期間末の総資産は1,025,919千円(前連結会計年度末比49,177千円増）となりました。

流動資産は955,450千円（前連結会計年度末比39,839千円増）となりました。主な増加要因は、「売掛金及び

契約資産」が84,347千円増加したことによるものであります。

固定資産は70,468千円（前連結会計年度末比9,338千円増）となりました。主な増加要因は、「ソフトウエ

ア」が26,518千円増加したことによるものであります。

(負債)

当第３四半期連結会計期間末における負債合計は524,546千円（前連結会計年度末比142,411千円減）となりま

した。

流動負債は340,836千円（前連結会計年度末比118,876千円減）となりました。主な減少要因は、「未払消費税

等」が48,118千円減少したことによるものであります。

固定負債は183,709千円（前連結会計年度末比23,535千円減）となりました。主な減少要因としては「資産除

去債務」が16,881千円減少したことによるものであります。

(純資産)

当第３四半期連結会計期間末における純資産合計は501,372千円（前連結会計年度末比191,589千円増）となり

ました。主な増加要因は、「資本金」および「資本剰余金」がそれぞれ75,000千円ずつ増加したことによるもの

であります。

企業の安定性を示す自己資本比率は、当第３四半期連結会計期間末は48.8％であります。また、支払い能力を

示す流動比率は、当第３四半期連結会計期間末は280.3％となっております。

(2）会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定

新規上場申請のための有価証券報告書(Iの部)に記載した「経営者による財政状態、経営成績及びキャッシ

ュ・フローの状況の分析」中の会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定の記載について重要な変更はありま

せん。
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(3）経営方針・経営戦略等

当第３四半期連結累計期間において、当社グループが定めている経営方針・経営戦略等について重要な変更は

ありません。

(4）優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題

当第３四半期連結累計期間において、当社グループが優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題について重

要な変更はありません。

(5）研究開発活動

当第３四半期連結累計期間における当社グループの研究開発活動の金額は、72,209千円であります。なお、当

第３四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

３【経営上の重要な契約等】

　当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 34,892,880

計 34,892,880

第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

（注）2022年８月16日開催の臨時株主総会決議により2022年８月31日付で株式分割に伴う定款の変更を行い、発行可能

済株式総数は33,892,880株増加し、34,892,880株となっております。

種類
第３四半期会計期間末現
在発行数（株）
（2022年９月30日）

提出日現在発行数（株）
（2022年11月15日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 8,723,220 8,723,220 非上場

権利内容に何ら限定

のない当社における

標準となる株式であ

り、単元株式数は

100株であります。

計 8,723,220 8,723,220 － －

②【発行済株式】

（注）１．2022年８月16日開催の臨時取締役会決議により、2022年８月31日付で普通株式１株につき20株の割合で株式

分割を行っております。これにより発行済株式総数は8,287,059株増加し、8,723,220株となっております。

（注）２．2022年８月30日開催の臨時株主総会決議により2022年８月31日付で１単元を100株とする単元株制度を採用

しております。

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

　該当事項はありません。

②【その他の新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

年月日
発行済株式総
数増減数

（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額
（千円）

資本準備金残
高（千円）

2022年８月31日

（注）
8,287,059 8,723,220 - 149,000 - 792,270

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

　（注）株式分割（１:20）によるものであります。

（５）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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2022年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） － －

完全議決権株式（その他） 普通株式　8,723,000 87,230

権利内容に何ら限定のな

い当社における標準とな

る株式であり、単元株式

数は100株であります。

単元未満株式 普通株式　　　　220 － －

発行済株式総数 8,723,220 － －

総株主の議決権 － 87,230 －

（６）【議決権の状況】

①【発行済株式】

②【自己株式等】

該当事項はありません。
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役職名 氏名 生年月日 略歴 任期

所有株式

数

（千株）

就任年

月日

取締役
植田　修平

（注）1
1971年４月18日生

1996年４月　イマジニア株式会

社入社

2000年９月　株式会社コミュニ

ケーションオンライ

ン（現：株式会社ア

エリア）入社

2001年５月　株式会社ゲームポ

ット設立　代表取締

役就任

2007年６月　一般社団法人日本

オンラインゲーム協

会（JOGA）　代表理

事（現：共同代表理

事）就任（現任）

2014年５月　アフリカTV株式会

社　代表取締役就任

2017年４月　株式会社H2インタ

ラクティブ　共同代

表取締役就任（現

任）

2021年５月　株式会社NASSO　代

表取締役就任（現

任）

2022年８月　当社　社外取締役

就任（現任）

（注）2 ―

2022年

８月30

日

２【役員の状況】

前事業年度に係る定時株主総会終了後、当四半期累計期間における役員の異動は、次のとおりです。

（1）新任役員

（注）1．取締役植田修平は、社外取締役であります。

2．2022年８月30日開催の臨時株主総会の終結の時から2022年12月期に係る定時株主総会の終結の時までであ

ります。

（2）異動後の役員の男女別人数及び女性の比率

男性11名、女性１名（役員のうち女性の比率8.3％）
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

２．監査証明について

　当社は、株式会社東京証券取引所の「有価証券上場規程」第216条第６項の規定に基づき、第３四半期連結会計期

間（2022年７月１日から2022年９月30日まで）及び第３四半期連結累計期間（2022年１月１日から2022年９月30日ま

で）に係る四半期連結財務諸表について、かがやき監査法人による四半期レビューを受けております。

３．最初に提出する四半期報告書の記載上の特例

　当新規上場申請のための四半期報告書は、「企業内容等開示ガイドライン24の４の７－６」の規定に準じて前年同

四半期との対比は行っておりません。
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（単位：千円）

前連結会計年度
（2021年12月31日）

当第３四半期連結会計期間
（2022年９月30日）

資産の部

流動資産

現金及び預金 787,374 761,531

売掛金 95,047 －

売掛金及び契約資産 － 179,394

仕掛品 2,968 －

その他 30,221 14,524

流動資産合計 915,611 955,450

固定資産

有形固定資産 39,726 18,570

無形固定資産

ソフトウエア 430 26,949

無形固定資産合計 430 26,949

投資その他の資産 20,973 24,948

固定資産合計 61,130 70,468

資産合計 976,741 1,025,919

負債の部

流動負債

買掛金 25,464 100,393

1年内返済予定の長期借入金 95,502 93,507

未払法人税等 4,952 14,352

未払消費税等 73,125 25,007

賞与引当金 － 3,255

その他 260,668 104,321

流動負債合計 459,713 340,836

固定負債

長期借入金 169,714 167,643

資産除去債務 30,965 14,084

その他 6,564 1,982

固定負債合計 207,244 183,709

負債合計 666,958 524,546

１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】
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（単位：千円）

前連結会計年度
（2021年12月31日）

当第３四半期連結会計期間
（2022年９月30日）

純資産の部

株主資本

資本金 74,000 149,000

資本剰余金 1,375,770 1,450,770

利益剰余金 △1,140,051 △1,099,141

株主資本合計 309,718 500,629

新株予約権 64 743

純資産合計 309,783 501,372

負債純資産合計 976,741 1,025,919
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（単位：千円）

当第３四半期連結累計期間
（自2022年１月１日

至2022年９月30日）

売上高 1,094,950

売上原価 610,866

売上総利益 484,084

販売費及び一般管理費 435,154

営業利益 48,929

営業外収益

受取利息 5

受取家賃 1,579

補助金収入 2,693

その他 754

営業外収益合計 5,033

営業外費用

支払利息 2,735

為替差損 1,007

上場関連費用 2,000

営業外費用合計 5,743

経常利益 48,220

特別利益

資産除去債務戻入益 16,918

特別利益合計 16,918

特別損失

減損損失 20,865

特別損失合計 20,865

税金等調整前四半期純利益 44,273

法人税、住民税及び事業税 7,156

法人税等調整額 △3,793

法人税等合計 3,362

四半期純利益 40,910

親会社株主に帰属する四半期純利益 40,910

（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

2022/11/10 19:29:59／22933821_ｍｏｎｏＡＩ　ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｙ株式会社_公開申請書類（第３四半期）

- 11 -



（単位：千円）

当第３四半期連結累計期間
（自2022年１月１日

至2022年９月30日）

四半期純利益 40,910

四半期包括利益 40,910

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 40,910

非支配株主に係る包括利益 －

【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】
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【注記事項】

（会計方針の変更）

（収益認識に関する会計基準等の適用）

「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」とい

う。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点

で、当該財又はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することといたしました。

これにより、従来、完成基準を採用しておりましたが、一定の期間にわたり履行義務が充足される契約につい

ては、履行義務の充足に係る進捗度を見積り、一定の期間にわたり収益を認識しております。なお、履行義務の

充足に係る進捗率の見積りの方法は、予算に対する実際原価の割合（インプット法）によっております。

収益認識会計準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従ってお

りますが、利益剰余金期首残高に与える影響はありません。この結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は、

62,560千円増加、売上原価は20,916千円増加し、売上総利益、営業利益、経常利益、税金等調整前四半期純利益

は、それぞれ41,643千円増加しております。

また、収益認識会計基準等を適用したため、前連結会計年度の連結貸借対照表において、「流動資産」に表示

していた「売掛金」は、第１四半期連結会計期間より「売掛金及び契約資産」に含めて表示することとしまし

た。

（時価の算定に関する会計基準の適用）

「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号　2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」とい

う。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計基

準」（企業会計基準第10号　2019年７月４日）第44-２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準等

が定める新たな会計方針を、将来にわたって適用することとしております。なお四半期連結財務諸表に与える影

響はありません。

（追加情報）

（新型コロナウイルス感染症の感染拡大の影響に関する会計上の見積り）

新型コロナウイルス感染症の感染拡大が世界経済に及ぼす影響に対する懸念があり、景気の先行きは不透明な

状況で推移すると予想されております。

このような状況の中、当社ではリモートワークの推進やクラウドサービスの活用を行っており、当社の事業の

推進に与える影響は限定的であると考えております。

なお、新型コロナウイルス感染症による影響は不確定要素が多く、今後さらに長期化または深刻化した場合に

は、第４四半期連結会計期間以降の会計上の見積りに重要な影響を及ぼす可能性があります。

当第３四半期連結累計期間
（自2022年１月１日

至2022年９月30日）

減価償却費 11,400千円

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四

半期連結累計期間に係る減価償却費は、次のとおりであります。

（株主資本等関係）

当第３四半期連結累計期間（自2022年１月１日　至2022年９月30日）

１．配当金支払額

該当事項はありません。

２．株主資本の著しい変動

2022年１月21日開催の当社取締役会において、ソニーグループ株式会社に対する第三者割当による新株式の発

行を決議し、2022年１月28日付で払込が完了しております。

これにより、資本金及び資本準備金がそれぞれ50,000千円増加しております。
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また、2022年４月22日開催の当社取締役会において、阪急阪神イノベーションパートナーズ投資事業有限責任

組合に対する第三者割当による新株式の発行を決議し、2022年５月31日付で払込が完了しております。

これにより、資本金及び資本準備金がそれぞれ25,000千円増加しております。

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

当第３四半期連結累計期間（自2022年１月１日　至2022年９月30日）

当社グループはXR事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

(単位：千円）

当第３四半期連結累計期間

（自　2022年１月１日

　　至　2022年９月30日）

メタバースサービス 818,944

XRイベントサービス 120,015

XR周辺サービス 155,990

顧客との契約から生じる収益 1,094,950

外部顧客への売上高 1,094,950

（収益認識関係）

当社グループは、XR事業の単一セグメントであり、顧客との契約から生じる収益を分解した情報は、以下のと

おりであります。

当第３四半期連結累計期間
（自2022年１月１日
  至2022年９月30日）

１株当たり四半期純利益 ４円73銭

（算定上の基礎）

親会社株主に帰属する四半期純利益（千円） 40,910

普通株主に帰属しない金額（千円） －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純利

益（千円）
40,910

普通株式の期中平均株式数（株） 8,646,297

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益の算定に含めなかった潜在株式

で、前連結会計年度末から重要な変動があったもの

の概要

－

（１株当たり情報）

１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

（注）１.潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式は存在するものの、当社株式は非上場

であり、期中平均株価が算定できないため記載しておりません。

２.当社は、2022年8月31日付で普通株式１株につき20株の割合で株式分割を行っております。期首に当該

株式分割が行われたと仮定し、１株当たり四半期純利益を算定しております。
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（重要な後発事象）

　該当事項はありません。
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２【その他】

該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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